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テストと向き合う

去年からは少し変わった?テストの風景

　実力テストが終わりました。今年度最初のテストの手応えはどうでしたか？これまで

にも何度も書きましたが、実力テストや模試については、部活停止期間や限られたテス

ト範囲がありません。新研究なども活用しながら、これからもテスト日程と上手に付き

合ってほしいと思います。	

　テストで試験監督をしていると見られる風景があります。後ろのロッカーに新研究が

重ねている〇〇さん。よしよし。新研究の使い方はまさにこの通り。単に毎日の提出の

ためにあるのではなく、今回のような実力テストや附中模試で活用するためにあるので

す。中を覗くとたくさんハイライトがしてあったり、付箋が貼ってあったり…。いつも

はノートしか見ませんが、久しぶりにテキストを見ると、半年前には新品だったものが

少しずつ使い古されたものになってきています。	

　何度も目をこすりながら問題に悪戦苦闘する☆☆さんや、テストが終わり、やりきっ

たからなのかどっと疲れた表情になり、その場で机に伏せる□□くん。まさか前日遅く

まで勉強してなかったでしょうね？どれだけテスト勉強に時間を費やしても、テストで

実力が発揮できなければもったいないです。しっかり睡眠をとらなければ考えることも

できなくなりますよ。	

　そうかと思えば、テスト終了のあいさつと同時に、次の教科のテキストを開き確認を

する△△さん…。いいですねぇ。終わったテストを友達と確認する暇があるなら、さっ

と切り替えて次のテストのことを考える。その割り切りがステキです。	

　ステキと言えば、テスト中はたくさん考え、答えを導き出そうとします。書いては消

し、書いては消しの繰り返し…。そうすると机の上にたくさんの消しゴムのかすが出て

くるのですが、多くの生徒がその消しかすを床にまき散らすのではなく、机の上の1カ

所にまとめておき、休憩時間にさっと集めてゴミ箱に捨てています。掃除当番のことを

考えてのことなのか、そのさりげない気配りに感動します。	

　テストだからといって決しておごることなく、謙虚にテストに臨む姿。そういう生徒

を見ると、私は心からみなさんのことを応援したくなります。



個別相談で相談することは

　さて、今週は個別相談があります。これまでにも年度の節目に担任の先生との時間が

設けられていました。今年度の個別相談でも、これまで同様担任の先生からの生活上の

アドバイスなどがいただけることと思いますが、それ以上に今年度の相談時間は、進路

についてもしっかり話し合ってほしいと思います。	

　担任の先生はみなさんの進路決定に向けて、全力で応援したいと思ってみます。その

ためにはみなさんも正直に自分自身について語ってください。家族や友人関係での悩み

や、部活動や勉強のこと。担任の先生が一方的に話をするのではなく、みなさん自身か

らもたくさんのことを話してほしいのです。担任の先生はみなさんのことを分かりたい

と思っています。1人1人抱えていることや感じていることは違います。その全てをでき

る限り受け止めたいと思っています。この相談時間を有効に使ってください。

今週の予定

5月23日(火) 新研究【数学】 教育実習最終日・個別相談スタート

5月24日(水) 新研究【理科】 個別相談

5月25日(木) 新研究【英語】 個別相談・東部総体まであと1週間！

5月26日(金) 新研究【国語】 全校応援練習

5月29日(月) 新研究【社会】 全校応援練習

注目 今年度の県立高校の入試日程が発表されました。 県立一般入試　３月６/７日

応援団頑張ってます！

　今年度も応援団が結成されました。団長の小嶋君、副団長の池田君を中心に、毎日昼

休憩に２年の応援団員と共に練習を重ねています。	

　以前修学旅行中でしたが、今回応援団に参加してくれた３年生の生徒と話をする機会

がありました。私自身の思いや応援団にかける期待を伝えると、「僕もやります」「私

もやりたいです」と賛同してくれました。	

　応援団員には運動部でチームのキャプテンとして活躍する人もいます。本来であれば

大会前の激励会で壇上に上がり、たくさんの人に応援してもらいたいと思うのですが、

その気持ちをぐっとこらえて応援する側に回る。その姿勢は立派だと思います。	

　応援団練習は３年生が中心となり、２年生に温かい声をかけ、本当に素晴らしい雰囲

気の中で行われています。金曜日には全校応援練習があります。どうか学年全体でこの

素晴らしい応援団を応援してあげませんか？３年生の迫力ある声を期待します。


